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２０２５年度　社会福祉法人はなぞの会　こども園・保育園　施設関係者評価
目標：社会福祉法人はなぞの会のこども園・保育園が、お互いに客観的な視点で施設評価を行うことで、保育の資質向上を目指す
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評価者　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　役　職　マーガレットこども園　園長　　
氏　名　　　　　　　　　中村　麻未　

【保育・教育理念】
はなぞの会の保育理念が日常の保育・教育に反映されているか
職員会議では園長を中心に計画的な検討と情報共有が行われており、職員が共通理解のもとで理念の実践に取り組んでいる。前法人から在籍する職員ともクラス会議等を通して丁寧に確認を行ない、食事・生活・遊びの各場面において理念に基づいた保育が展開されている。
幼児クラスにおいては、日課や生活の流れを重視し、子どもが主体的に活動を選択できるよう環境を整えている。また、トランシーバーの活用など安全面への配慮も見られる。







【人権尊重】
常に子どもの立場にたって、子どもの成長に最善となるような取組（関わり・配慮）がなされているか
子どもの立場に立ち、成長にとって最善の関わりが行われている。プライベートゾーン教育の実施や、呼称を「～さん」とするなど、子どもを一人の人格として尊重する姿勢が見られる。また、外国籍の子どもにも国籍を意識させることのない自然な関わりがなされ、言葉だけでなく対面で丁寧に伝えるなど、個々に応じた配慮がされている。これらの取組を通して、子どもの尊厳を守り、理念に基づく保育の実践が進められている。







【情報保護】
個人情報の保護は適切であるか
個人情報を含む書類は事務所で一元管理され、持ち出し時には職員間で確認を行なっている。入職時には職員と契約書を交わし、情報保護の意識を徹底している。保護者からは年に一度承諾を得ており、説明が必要な場合は場所や時間を設けて丁寧に対応している。行政に関する情報についても身長に取り扱われており、個人情報の保護体制が整っている。






【苦情対応】
意見や苦情に対して適切に対応できているか
意見や苦情には迅速かつ誠実に対応している。内容を職員間で共有し、書面・口頭など状況に応じた方法で対応を行う。理事会への報告体制も整っている。



【保健・衛生】
園児の感染症等の情報提供、日常の健康観察や感染症の拡大防止等の取り組みがなされているか
感染症発生時には連絡帳アプリで保護者へ速やかに情報提供を行なっている。おもちゃの消毒や年齢別の分離など、感染拡大防止に向けた具体的な対応が取られている。
また、保健だよりの配布や感染症対策マニュアルの読み合わせを通して職員間の共通理解を図り、衛生管理の徹底がなされている。





[bookmark: _Hlk210656748]【安全】
救急・防犯・避難訓練等を通して、職員・園児の安全対応能力の向上を図るための取り組みがなされているか
安全計画に基づき、毎月の避難訓練をはじめ、消防署の指導を受けた実践的な取組が行われている。防犯訓練やAED訓練の実施を予定し、門鍵の番号の定期変更など施設の安全管理も徹底している。交通安全教室の開催や、管理者不在時に備えたマニュアル作成の検討など、園全体で安全対応能力の向上に努めている。






【運営】
施設・設備の環境や管理等、運営は適切になされているか
職員配置は基準を上回り、安全な保育体制が確保されている。砂場の衛生対策や遊具・室内の点検、階段の安全対策など、安全管理への意識が高い。職員の勤務体制においては、ノンコンタクトタイムを計画的に設定し、全職員が気持ちよく活用できるよう配慮されている。一方で、一部の職員においてはノンコンタクトタイムの活用方法に課題がみられるが、今後の改善に向けた意識があり、取り組みが進められている。








【環境美化】
園内外の清掃、モノの整理整頓、清潔で整然とした環境になっているか。また、季節感等が感じられる工夫がなされているか。

園内外の清掃や整理整頓が行き届き、清潔で安全な環境が保たれている。季節を感じられる装飾や、安全面を考慮した清掃活動が実践されている。保育室や職員休憩室も整えられ、快適に過ごせる環境づくりが継続的に行われている。





【保育室】
室内の環境が子どもの発達に合わせて工夫され、玩具等適切に配置されているか。
室内環境は、子どもの発達に応じて工夫されており、玩具や備品は適切に配置されている。乳児クラスでは、色や素材、量、年齢に応じた玩具が用意され、子どもが自然に手に取り、遊びを楽しめるよう配慮されている。絵本は大人が読み聞かせしやすい場所に配置されており、人形やゴロゴロできるスペースなども確保されている。






【保育内容】
全体的な計画に基づき、「歳児別保育目標」を意識した保育が展開されているか。
０歳児
・担当保育士など特定の大人との愛着関係、信頼関係を基盤として、生理的・情緒的な欲求が適切に満たされることで安心して生活する
１歳児
・様々な欲求や自己主張など、自我の育ちを十分に受け止めてもらいながら、大人との信頼関係を基盤として自ら関わろうとする意欲が高まる
２歳児
・大人との安定した関係の中で、自分のことを自分でしようとする意欲が高まる。また、自分の意志や欲求を言葉で表現し、言葉を交わし合う喜びを知る
３歳児
・自分についての認識と同時に身近な環境への認識が少しずつ深まり、大人とだけでなく、子ども同士での関わりを楽しむ。
４歳児
・子ども同士の遊びが豊かに展開し、仲間といる楽しさや喜びを感じると同時に自己主張のぶつかり合いや悔しさなどさまざまな葛藤も経験する。
５歳児
・経験や知識を生かし、創意工夫を重ね、仲間と協力して遊びを発展させる。仲間への信頼感や自分への自信を持ち、就学への意欲が高まり期待を抱く。



全体的な計画に基づき、歳児別保育目標を意識した保育が展開されている。乳児クラスでは、一人ひとりとの愛着関係や信頼関係を大切にしながら保育を行なっている。生活や遊びを丁寧にみて、発達に応じた玩具の準備や、安心感・欲求の充足を意識した関わりがなされている。連絡帳アプリの発達記録をもとに、子どもの育ちを確認し、共有が図られている。幼児クラスでは、子ども同士の関わりを重視し、互いに伝え合う関係づくりを進めている。支援を必要とする子どもに対しては、発達心理士の助言を受けながら個々の発達に応じた対応を行ない、他児の理解にも配慮している。また、懇談会を通じて園の保育方針や子どもの発達理解について保護者と共有し、小学校見学では、年長児が進級に期待を持てるよう目的を明確に伝えるなど、系統的な保育が実践されている。












【全体を通して】
園全体として、大人同士が互いを尊重し合いながら、保育を楽しむことを大切にしている。乳児会議、幼児会議に加え、園長・主任会議を通して日々の気づきや課題を共有し、園全体で共通理解を深めながら保育の質向上に取り組んでいる。子どもの姿を丁寧に見て、課題に対してどのように意識し、どのように関わるかを職員間で話し合う機会を重ねている。特に、大人自身の表情や言葉がけ、関わり方が子どもに与える影響を意識しながら、安心できる関係と環境づくりを進めている。
こうした取組を通じて、子ども一人ひとりが自分を大切にし、他者を思いやる心を育みながら、主体的に育っていくことを目指していることが伺える。








